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「1分典礼（礼拝 Q＆A）」⑩ 8 月 3日 
 

＊陪餐にあずかる時 

・皆さんからの質問 

Q物理的に難しい(特に人数の多い時)のは理解している

のですが この杯から飲みなさ 

い。・・・」とあるのに、杯から飲む方法は 無いものでしょう

か? これは個人的希望です。やはり新共同訳のところで

「私がぶどう酒にパンをつけて」が気になってしまうので。 

Q聖餐式の際に、 パンを手で受けとる方とお口で受け取

る方がおられるのはなぜですか? 

【陪餐の方法】聖アンデレ教会では現在③を用いている

（一部④の方もいる）。 

①十字を切るか、礼をする。左手を右手の上に置いて司

祭からパンをいただいてから、右手でパンを取って口に運

ぶ。あるいは右手を左手の上に置いたままパンをいただ

き、そのまま口に運ぶ。葡萄酒は飲みやすく軽く自分の手

で押さえる。 

②十字を切るか、礼をする。左手を右手の上に置いてパン

を司祭からいただいてから、右手でパンを取り葡萄酒につ

けて口に運ぶ。 

③十字を切るか、礼をする。司祭が葡萄酒につけてくれた

パンを自分の手で口に運ぶ。 

④十字を切るか、礼をする。司祭が葡萄酒につけてくれた

パンを自分の口で直接いただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
礼拝案内 
 
♰ 午前 7 時 30 分 聖餐式              
（午前 7時 25 分 礼拝奉仕者の祈りの集い） 

  司式・説教：司祭 卓志雄                 

聖歌   49  346 319            

 

♰ 午前 9 時 15 分  

こどもとともにささげる礼拝 

司式・お話：司祭 卓志雄 

聖歌   49  346  319    

 

♰ 午前 10 時 30 分 聖餐式 

（午前 10 時 10 分 礼拝奉仕者祈りの集い） 

  司式：司祭 卓志雄 
 

入堂聖歌      49 

参入                           1 頁（162 頁） 

清めの祈り                   1 頁（162 頁）  

キリエ                        3 頁（163 頁）       

大栄光の歌         ４頁（164 頁）  

特祷（特定 13） 
    
み言葉 
第一朗読  コへレトの言葉  1 章 2, 12-14 節、 

2 章 18-23 節                  

詩編                        第 49編 1-12節  

第二朗読 コロサイの信徒への手紙  3章 1-11 節 
 

福音書前聖歌   576 

福音書  ルカによる福音書    12章 13-21節        

説教：  司祭 卓志雄 

ニケヤ信経           9 頁（166 頁） 

代祷（週報 2面）                12 頁(168 頁） 

 
聖餐 
平和の挨拶                 15 頁(171 頁） 

 
 
 

奉献聖歌   346    

     奉献                    15 頁（172 頁）  

）   感謝聖別Ⅰ          16 頁（172 頁） 

    陪餐             24 頁（180 頁） 

陪餐聖歌    469    

感謝             28 頁（182 頁) 

祝福            28頁 （183頁） 

派遣 
 

退堂聖歌     319    

 
♰ 午後５時 夕の礼拝    

 司式：司祭 卓志雄     聖歌 317 

詩 34  士 6:1-24  ヨハ 1:43-51 
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本日の代祷 ＜敬称略＞ 
 
一同着席する。 

  執事は次のように言う。司祭または会衆の代表者が言ってもよい。 
 

執事 救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストのみ言葉
こ と ば

とみ業
わざ

に頼
たよ

り、全公会
ぜんこうかい

のため、また世界
せ か い

のために祈
いの

りましょう 
 

※（ ）内は音読しなくてもよい。 
 

  
 

＜わたしたち教会‐全公会のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、主
しゅ

の公会
こうかい

、ことに 

［聖アンデレ教会（ステパノ 卓
たく

志雄
じ う ん

司祭、 

    クララ佐久間
さ く ま

恵子
け い こ

執事、トマス日髙
ひ だ か

馨輔
けいすけ

執事)］

わたしたち教会の宣教・奉仕の働き、 

 教会に関わる諸団体 

［東京教区（フランシスコ・ザビエル髙橋
たかはし

宏幸
ひろゆき

主教）］ 

聖アンデレ主教座聖堂、 教区事務所、 

聖オルバン教会、三光
さんこう

教会、 

香蘭
こうらん

女学校（礼拝堂、中等科、高等科） 

［東日本宣教協働区 (北海道・東北・北関東・東京教区)］ 

     前橋聖マッテア教会 前橋戦災の日 8 月 5日

（1945 年）、 

  日光真光
しんこう

教会 聖堂聖別記念日 主イエス変容

の日 8月 6 日（1916 年） 

［日本聖公会（首座主教 ダビデ 上原
うえはら

榮
えい

正
しょう

主教）］ 

   日本聖公会青年活動のための日 

 すべての青年活動、 

   広島原爆の犠牲者とすべての被爆者 

   長崎原爆の犠牲者とすべての被爆者    

［アメリカ聖公会メリーランド教区 （キャリー・

スコフィールド＝ブロードベント主教）］ 

 シーダクロフト 聖誕
せいたん

教会 

シーダクロフト  聖 贖
せいあがない

主
ぬし

教会  

［エルサレムおよび中東聖公会 

（ホサム・ナウム大主教）］ 

エルサレム    聖ジョージ神学校    

［全世界の聖公会］ 

    フィリピン聖公会 

［日本キリスト教協議会（NCC）の働き］ 

   ヒロシマ・ナガサキを覚えて 

   NCC 平和・核問題委員会 

を強
つよ

めて、み子
こ

のみ業
わざ

を 行わせてください。 

すべての聖職
せいしょく

と信徒
し ん と

、 ことに私たちの主教  

フランシスコ・ザビエル を導
みちび

き、み名
な

を呼
よ

ぶ 

者を主
しゅ

の真理
し ん り

と愛
あい

のうちに一致
い っ ち

させ日々
ひ び

主
しゅ

の 

栄光
えいこう

をこの世
よ

に現
あらわ

す者
もの

とならせてください 

会衆 主よ、お聞きください 
  

＜平和と正義の実現のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、すべての国
くに

の人
ひと

びと、ことに中東   

  ウクライナなどの戦争・紛争の終結、世界の平和

  と和解の実現のため、日本国と世界各国・地域の

  人びと、ことにそれらの指導的立場の人びと 

に知恵
ち え

を与
あた

えて正義
せ い ぎ

と平和
へ い わ

の道
みち

に導
みちび

いてください

互
たが

いに尊敬
そんけい

する心
こころ

を与
あた

え、ともにすべての人
ひと

の幸
さいわ

いを求
もと

めさせてください 

会衆 主よ、お聞きください 
 

＜隣り人のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、わたしたちと家族
か ぞ く

、すべての友人
ゆうじん

と 

隣
とな

り人
びと

、ことに、 

  日々を共に暮らし、また離れて暮らすそれぞれ

の家族、友人、同僚、心にかけている人びと、 

聖アンデレ教会に連なるすべての人びと、 

入信を希望している人々、洗礼、堅信、初陪餐、

結婚の準備をしている人びと、さまざまな理由に

よって教会から離れている人々、この地域で生活

し、働いている人びと、生命(いのち)の問題、困

難な人びとを支える働きに関わる人びと（浅草聖

ヨハネ教会日曜給食活動、聖公会野宿者支援活

動･渋谷）、   

８月の代祷･信施奉献先となっている働き･団体、

とに、日本聖公会青年活動（8 月第 1 主日 8/3）

（総会決議）、在韓被爆者救援（大韓聖公会ソウ

ル教区オモニの会）、平和を実現するキリスト者

ネットの働き（平和を実現するキリスト者ネット

（NCC 内））、在日外国人人権問題（在日韓国人

問題研究所（RAIK）、外国人住民基本法の制定を

求める関東キリスト者連絡会、外国人住民基本法

の制定を求める全国キリスト教連絡協議会）、マ

イノリティー宣教センター 

に恵みを与
あた

え、ともに主
しゅ

を知
し

り、主
しゅ

に仕
つか

え、互
たが

いに 

愛
あい

することができるようにしてください 

会衆 主よ、お聞きください 

 

＜困難な状況にある人のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、悩
なや

む人
ひと

、悲
かな

しむ人
ひと

、病気
びょうき

の人
ひと

、貧
まず

し 
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聖アンデレ教会広報チャンネルでは、様々な情報を配信中です。

また、フェイスブックページから折々の教会の様子やお知らせを

お伝えしています。 右のＱＲコードからご覧ください。 

い人
ひと

、その他
た

災
わざわ

いの中
なか

にある人
ひと

びと、ことに感染症

の収束のため 

［病 床
びょうしょう

にある人・自宅療養中の人・別紙参照］、 

北陸の震災の被災者、世界各地の自然災害の被 

害のため困難な状況にある人びと、ことに地震 

により被災地になったミャンマーの人びと、 

住む場所を追われた人びと、 

自由を奪われ拘束されている人びと、 

戦争や暴力、犯罪や差別に苦しむ人びと 

を顧
かえり

み、み力
ちから

を与
あた

えて、勇気
ゆ う き

と希望
き ぼ う

を増
ま

し加
くわ

え、 

主
しゅ

の救
すく

いの喜
よろこ

びに導
みちび

いてください 

会衆 主よ、お聞きください 

 

＜逝去者のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、世
よ

を去
さ

ったすべての人
ひと

、ことに 

それぞれが覚える逝去者 

［今週逝去の記念日を迎える人(＝別紙参照）］ 

  暴力や犯罪、災害の犠牲となった人 

を顧
かえり

み、彼
かれ

らの上
うえ

に主
しゅ

の愛
あい

のみ旨
むね

を成
な

し遂
と

げてくだ

さい。わたしたちは、世々
よ よ

に主
しゅ

の証人
あかしびと

たちに与
あた

えら

れた主
しゅ

の恵
めぐ

みのゆえに、み名
な

をたたえます。どうか、

わたしたちも、彼
かれ

らとの交
まじ

わりを保
たも

ち、ともにみ国
くに

の栄光
えいこう

にあずからせてください 

一同 主よ、これらのことをみ子イエス・キリスト 

によってお願いいたします アーメン  

 
 

◇ 聖堂の扉は、朝８時頃から夕方５時頃まで開いて

います。個人の祈りや黙想が可能です。               
 

◇ ご家族・少人数での記念式や礼拝参加、牧会訪問、

自宅や病床での陪餐を希望される方は教会まで ご

遠慮なくご連絡ください。 
 

◇ 主日礼拝では、過去 50 年以内に逝去された方の

お名前を挙げて代祷をお捧げします。それ以前に

逝去され、その週に逝去記念日を迎える方のお名

前の読み上げを希望される方は、当日午前 10時

までにふりがなをつけたお名前と逝去日を書面で

受付にお出しください。 

 

 
 
 
 
 
 

＜お知らせ＞  
 
◇  8月 30日（土）“2025 デイキャンプ” を開催しま

す。チラシをご覧の上、ぜひ、ご参加ください。 
 

◇ 教区・合理的配慮ワーキンググループ、～関わり合

う教会を目指して～の「教会活動に関するアンケ

ート」にご協力ください。受付のアンケート用紙に

ご回答いただき、回収箱にお入れください。 
 

◇ 教会敷地内の安全確保と無断駐車防止のため、駐車  

カードの使用を再開します。受付にてお申し出の上

おとりいただき、駐車の際には、よく見えるところ

にご提示ください。 
 

◇ 小野寺達彦司祭（北関東教区

退職司祭）がこのほど上梓さ

れたご本を 10 冊お送りくだ

さいました。1冊￥1500 の売

り上げは、小野寺司祭のご厚

意で聖アンデレ教会にご献

金くださいます。ご希望の方

は受付でお買い求めくださ

い。 
 

◇ 礼拝堂入口のメールボックスは、教会と信徒の皆

様との事務連絡のためのものです。私信などでの

使用により、事務処理に支障がある場合、教会がボ

ックスの中のものを処分させていただくこともあ

ることを、ご了解ください。 
 

◇ 礼拝堂に入って左後方に観光客を配慮する座席 

(reserved visitors)を用意しました。観光客の方々

がご自由に礼拝に参加できるようにご配慮いただ

ければと思います。 
 

◇ 聖アンデレ教会のピンバッジが再入荷しました。 

  献金として１つ￥500以上お願いいたします。 
 
◇ 葬儀のしおりとエンディングノートを配布してい

ます。ご希望の方はお取りください。 
 

◇ 礼拝後の黙想のあと、有志で聖堂のお掃除をして

います。清掃後の座席の整列にもご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎主日 10時半の聖餐式での「聖書朗読（旧約聖書、使徒書）」を皆さんで分担しませんか 

み言葉を皆さんの前で声を出して読むことは、素晴らしい恵みです。ご自分の受洗や堅信の記念日、結婚記念

日、誕生日、ご家族の逝去記念日などを迎える主日に是非ご奉仕ください。ご希望の方は、聖堂受付付近の表に

お名前をご記入ください。よろしくお願いいたします。 
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今週のメッセージ 

今日の福音書の主人公は、誰もがうらやましいと思っている金持ちです。金持ちは社会的に成功した人です。今のように

経済を優先する時代においては、尊敬される対象でもあります。誰でも金持ちになれるわけではありません。他人の知らな

い隠れた努力と経営の知恵が必要で、さらに運とチャンスがないとなれません。今日の福音書の金持ちは、自然環境が厳

しいイスラエルで農業を営み大金持ちになりました。それほど主人公は、優れた人でありました。 

 しかし神様は彼を「愚かな者」と見なしました。どの民族よりも知恵を大事にするユダヤ人にとって愚かな者と呼ばれるこ

とは最大の恥です。大成功したように見えた金持ちが、知恵をもっているように見えた金持ちが、なぜ神様の前では愚かな

失敗者になってしまったのでしょうか。何よりも彼は自己中心的な人でした。日本語では分かりづらい表現ですが、原文を

よく見ると、すべての主語が「わたし」です。この金持ちのように「わたし」だけを大事にする人は次のような特徴があります。 

 一つ目は、感謝の対象である神様がいません。自分が人生の主人公であり、すべてが自分のお陰と思っていて誰にも感

謝することができません。常に水が不足しているイスラエルにおいて農業を営むためには、雨が絶対に必要です。つまり神

様からの恵みがないと農業を営むことができないのです。この金持ちが金持ちになれたのは神様の恵み、神様のおかげで

した。にもかかわらず金持ちにとって神様は不在でした。よって神様に対する感謝はありません。 

 「わたし」だけを大事にする人の特徴の二つ目は、共に歩んでいく隣人がいないことです。当時のイスラエルは、貧しさに

苦しむ多くの隣人がいました。にもかかわらず金持ちの目には、そのような貧しい隣人が見えませんでした。たくさんの財産

があってもそれらを分かち合う対象がいませんでした。当時の農業は労働集約型であったため近隣の人々の直接・間接的

な助けが必要でした。しかし労働に対する対価や配慮は全くありませんでした。「わたし」だけが全てにおいて全てでした。 

 金持ちは自分の命の持ち主がだれで自分の命をどのように管理すればいいかが分かりませんでした。目に見えるもの、そ

して自分に対しては豊かであったかもしれませんが、目に見えないもの、神様に対しては豊かではありませんでした。目に

見えるものは生きていくためにはなくてはならない必要なものです。しかし目に見える物質が神様と関わりが無くなってしま

うと、物質は手段から目的になってしまいます。神様以外の物が目的になれば偶像になってしまいます。金持ちが蓄えてお

いた物は自分を支える偶像でした。 

 「神様」とは「人間が頼りとし、心の支えとするものすべて」のことです。しかし神を神とせず神以外のものによって自分が

支えられていると考える場合があります。「神はいない」と考えることは、現代の無神論者のように神の存在を否定すること

ではありません。「神はいない」というのは、神以外のものに自分の支えを求めることです。それは、自分のお金や財産、学

歴や才能、人生の成功や地位や名声、若さや美貌など千差万別ですが、自分以外一切頼みとしていないと言う人もいま

す。自分自身を頼みとしている人は自分自身を神としているということです。しかし神様は世の中のどのものにも置き換える

ことはできません。 

 詩編 14編 1節に『「神はいない」と愚かな者は心の中で言う』と書いてあります。知恵と愚かさの差は自分の中に神様

が実存しているかいないかです。それぞれの心の中に神様のためのスペースを用意しておきましょう。   （司祭 卓志雄） 

                                                                                       

                                                                         

 
 

 

本日・今週の予定 
   
8 月 3 日（日）聖霊降臨後第 8 主日（特定 13） 
 7 時半  聖餐式  
９時 15分 こどもとともにささげる礼拝 
10 時半  聖餐式  

 17 時   歌による夕の礼拝       
                             

 ・13時半 崖地検討委員会 
                                                                             

 
4 日(月) ７時半礼拝   

民 11:4-15  詩 81:11-16 マタ 14:13-21         
                                                                  
       卓司祭在室（午前） 
                           
5 日(火)  7時半礼拝       

民 12:1-13  詩 51:1-7 マタ 14:22-36         
                                                                         
6 日(水）主イエス変容の日 7時半礼拝 
出 34:29-35 詩 99:5-9 Ⅱペト 1:13-21 ルカ 9:28-36   
                                                                              

8 時 15 分 広島原爆の日・平和の祈りと打鍾 
10 時半   聖アンデレ教会 8 月逝去者記念聖餐式 

聖歌：325, 293, 472 
卓司祭在室（午後） 

                                                    
  
  

 

7 日(木)  7時半礼拝    
民 20:1-13 詩 95:1,8-11 マタ 16:13-23          

                                                 
・13 時 一の会   

                                
8 日(金)  7 時半礼拝 

申 4:32-40 詩 77:11-20 マタ 16:24-28      
                             

卓司祭在室（終日）                             
9 日(土）7 時半礼拝   

申 6:4-13 詩 18:1-2,47-50 マタ 17:14-20                   
                                              

11時 2 分 長崎原爆の日・平和の祈りと打鍾 
                           
10 日(日) 聖霊降臨後第 9 主日（特定 14） 
 7 時半     聖餐式 
  9 時 15分 こどもとともにささげる礼拝 

10時半   聖餐式（みことばと陪餐）     
創 15:1-6詩 33:12-22 ヘブ 11:1-3,8-16 
ルカ 12:32-40 聖歌 470,351,429,272,417 

17時     夕の礼拝   聖歌 407 
       詩 19,46 士 11:1-11,29-40 ヨハ 3:22-36       
                                          

 
                              

  
 
  
 
 
 

 


